
SUPER W00FER
スーパー ウーハー

DSW‐707 取扱説明書

●お買い上げいただき、ありがとうございます。
●ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正

しくご使用ください。
●お読みになった後は、後日お役に立つこともあります

ので、必ず保存してください。

使用上のご注意

正しく安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずよくお読みください。

絵表示|こ ついて   この取扱説明書および製呈への表示では、製品を安全|こ正しくお使いいただき
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この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険が差
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絵表示の例

△記号は注意 (危険・警告を含む)を促す内容があることを告1丁 る■■て71
図の中に具体的な注意内容 (左図の場合は感電注意)が描かれてしま丁 :

6)記号は禁上の行為であることを告げるものです。

図の中や近傍に具体的な禁止内容 (左図の場合は分解禁止)が描かれてし|`ま 丁

● 記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。

図の中に具体的な指示内容 (左図の場合は電源フラクをコンセントから抜け,が子苗か■ています.
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■安全上お守りいただきたいこと
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万一異常が発生したら、電源プラグをすぐに抜く

煙が出ている、変な |こ おいかする 異常な音がするなどの異常状態Eま ま′吏用すると、欠

災 ・感電の原因となりますこすく|こ 本体の電源を切り、必ず電源フラクをコンセントから

抜いて、煙が出なくなるのを確認してから販売店に修理をご依頼くたさい.お客様による

修理は危険ですので絶対におやめくたさい
`

電源フラグをコンセン ト

から抜け

内部に異物を入れない

バスレフダク ト孔□などから内部 |こ 金属類や燃え十「す、十」のなどを差し込んだり、落とし

込んだりしないでください.央災 感電の原因となります。特 |こ お子様のいるご家庭では

ご注意ください.万―内部に異物が入った場合は、まず本体の電源を切り、電源プラグを

コンセン トから抜いて販売店にご連絡ください。

安全にお使いいただくために一必ずお守りください。
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取 り扱い上のご注意

■本機をレコー ドプレニヤーと同じ台や棚の上に設置する
と、ハウリングを起こすことがありますのでご注意くだ
さい。

■本機のスーパーウーハー部の ドライバーは、テレビとの
近接使用が可能怠防磁型スピーカーユニッ トですが、テ
レビの種類によっては色むらを生じる場合があります。
その場合は、一度テレビの電源を切り、少し離して、15
分～30分後 |こ 再びスイッチを入れてください。テレビの
自己)肖磁回路により、画面への影響が改善されます。そ
の後も色むらが残るような場合には、本機を更に離して
ご使用ください。

■近くにマグネッ ト (磁石)など磁気を発生するものが置
かれている場合には、本機との相互作用により、テレビ
に色むらを発生する場合がありますのでご注意くださ
い 。

[例]:
(a)ラ ツク、置き台などの扉に装着されたマグネッ トが

あるとき。

(b)マグネットを用いた健康器具などが近くに置かれて
いるとき。

(C)その他、マグネットを使用した玩具などが近くに置
かれているとき。

■転倒による事故を防止するため、しっかりとした水平な
床の上 |こ 設置してください。

■付属のすべり止め (4個 )を底面の四隅に貼り付けると、
すべ嶋||「 <く な tlキ す _

日 本機の上に、レコー ドプレーヤー、CDプレーヤーなど
を置くと針とび、音とびを起こすことがあります。この
ような場合は、レコー ドブレーヤー、CDブ レーヤーを

別の場所に設置してくださいc

■放熱のため、壁や他のAV機器などから天面 、左右両面 、

後面とも 10cm以上離してください。

(天 ) 10cm以上
(前 )

ｃｍ
上

‐０

以1 Ocm

以 上

(左 )

10cm
以 上

右

厖
DSW-707(本機 DSVV-707 (本機 )

■長時間直封日光を受ける場所やス トーブなどの暖房器具
の近くに置くことは避けてください.

■湿気の多い場所やホコリの多い場所に置きますと、故障
の原因となる場合があります.

お手ス れにつιlτ

■ キャビネットは殺虫剤が付着したり、ベンジン・シンナーをどの溶剤で拭いたりしますと、変質したり変色することがあ
りますのでご使用は避けてください。また、汚れを拭き取るときは柔らかい布を使用し、化学ぞうさんをご使用の際はそ
の注意書き|こ 従ってください。
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付属品について

★梱包箱の中には本体とは別 |こ 次の品物が入っていますので、ご確認くださt

接続コー ド (A) 本 接続コー ド (B) ∠/ト すベリ止め 4個

部 |サービス網一覧表 二
二

取扱説明書

ステレオ音のエチケット

1冊 保証書

◎楽しい音楽も、時と場所によっては気になるも
のです。

◎隣り近所への配慮 (おもいやり)を十分にいた
しましょう。

◎ステレオの音量は、あなたの心がけ次第で小さ
くも大きくもなります。
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窓を閉めたり、

一つの方法です

お互いに心を配

ヘッ ドホンをご使用になるのも

り、快い生活環境を守りましょう。
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保証期間後の修理については、お買い上げ販売店か最寄

りの当社「お客様相談センター」または営業所にご相談

ください。修理によって機能が維持できる場合は、お客

様のご要望により有料修理致します。

日 本機の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切リ

後8年です。

保証および修理についてご不明の場合は、お買い上げ販

売店か最寄りの当社「お客様相談センター」または営業

所にご相談ください。
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□動作表示
02色のLEDで 、本機の動作状態を次のように示します
・電源 “ON"… ……………‐・………‐……・緑点灯
・オー トパワーオフ (ス タンバイ状態)・ …赤点灯
・電源 “OFF''… …… … … … … …… 消灯

オー トパワーオフ機能

●入力信号が無い状態で5～ 11分 間が経過すると、ア

ンフ部が自動的にスタンバイ状態になって節電しま

す。信号が入るとすでに電源がオンになります。

□電源スイッチ (POWER)
●“ON/STANDBY''(上側)|こ すると、電源が入ります。
0セ ッ トが動作するまで数秒かかりますが、これは電源

スイッチ ON/OFF時 の雑音を防止するミューティング

回路が内蔵されているためです。
●“OFF"(下側)にすると、電源が切れます。

クロスオーバー調節つまみ

(CROSSOVER FREQUENCY)
●ウーハーで再生する周波数の上限を設定します。
●設定の目安

50Hz… ・左右スピーカーの□径が20cm以上の場合

100Hz・ …左右スピーカーの□径が10～25cmの場合
200Hz… 左右スピーカーの□径が12cm以下の場合

●但し、DENONの Dolby D19ital AC-3対応A∨ アンプ

(A∨ P―Al、 A∨ C―A4/3800、 A∨R-3200な ど)を ご使

用の場合は、左右スピーカーの□径|こ 関わらず200Hz
に設定することをお勧めします。

※Dolby、 AC-3は 、 ドルビーラボラトリーズライセンシ

ングコーポレーシ∃ンの商標です。

日 位相切 り替えスイ ッチ (PHASE)
●入力信号に対する出力信号の位相を切り替えます。
●通常は “NORM."で使用しますが、サブウーハーと左

右スピーカーの音のつながりが不自然に聞こえる場合

|ま “REV.・'1こ
切り替えてみて、自然に聞こえる方に設
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ライン出力端子 (LINE OU丁 )

●ライン入力端子に入力された信号を並列 |こ そのまま取

り出すことができます。
●本機を2台使用する場合に、この端子とライン入力端子

を接続します。

ロ ハイレベル入力端子 (HIGH IN)
●通常のフリメインアンプまたはパワーアンプなどのス

ピーカー出力端子を接続します。

ご注意

●二:,I二 子ニテイン入力瑞子の両方にE時 |こ 接続しな

外部スピーカー接続端子 (SPEAKER SYSTEM)
●ハイレ h十睾ニヱ| こ入力された信号を並列にそのま

ま取り出すことができます。
●アンフのスピーカー出力端子を本機のハイレベル入力

端子に接続して本機の入力信号とし、左右のスピーカ

ーを本機を経由して接続するときは、ここに接続しま

す。
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4 保証とサービスについて

□ この商品には保証書が添付されております。

保証書 |よ所定事項を販売店で記入し、お渡し致しますの

で、記載内容をご確認のうえ大切に保存してください。

巨]保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

保証書の記載内容により、お買い上げ販売店か最寄りの

当社「お客様相談センター」または営業所 (コ ロムビア

サービス網一覧表参照)が修理を申し受けます。 (但 し、

保証期間内でも保証書が添付されない場合は、有料修理

とな ります。)その他詳細につきましては、保証書をご

覧ください。



接続の しかた

★機器の接続をおこむう場合または変更をおこなう場合には、必ず電源スイッチを切り、電源コードをコンセントから抜いて

ください。

★ アンプにスーパーウーハー用のプリアウト端子 (S∪ B W00F巨 R PREO∪ T、 MONO O∪丁など)がある場合の接続です。

(この端子が無い場合は、「(2)ハイレベル入力端子 (HIGH IN)の 接続」を参照してください。)

付属の接続コー ド (A)で 、本機のLIN巨 IN端子と接続します。

A∨アンプなど 付属の接続コー ド :ASuB W00FER
PREOUT
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【方法1】

アンフのスヒーカー端子と左石3ス ピーカー

の接続の間に本機を入れる方法です。

1.本機の左右のハイレベル入力端子 (H:GH
IN)と アンフのスピーカー端子を付属の接

続コー ド (B)で接続します。
●LI+)、 Lr_1、 RI+)、 RI―|の表示に

合わせて接続してください_

2.本機の外部スピーカー接続端子 (SPEAKER
SYSTEM)と 左右のスピーカーシステムの

端子をスピーカーコー ドで接続します。

OL I+)、 L(― )、 R〔 +|、 R I― | の表示 |こ

合わせて接続してください
=

アンフのスピー万―r子
右スピーカー

システム

アンプ 左スピーカー

システム

付属の接続
コー ド (B)

右スピーカー

システムヘ

スピーカーコード

左スピーカーシステムヘ

DSVV-707(本 機)

DSいノー707
(本機)

電源コンセントヘ

AC100∨  50/60Hz

7
○

○

ピーカーコー ド
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【方法2】

アンプのスピーカー端子に左右のスピーカー
の接続と同時に本機を接続する方法です。

1.左右のスピーカーシステムからのスピーカ

ーコー ドと本機に付属の接続コー ド (3)

の一端の芯線をからげ、アンプのスピーカ

ー端子に接続します。

2.付 属の接続コー ド (B)の他端を本機のハ

イレベル入力端子 (HIGH!N)と 接続 しま

す。
●L ‐―‐、 L I― ,、 R(+)、  R(― | |の表示 |三

合わせて接続してください。
●不機の外部スピーカー接続端子 tSPEAKE=
SYSTEM)は使用しません。

スピーカー義子 端子に2本 ずつ

接続する。

― ドを 1つの

0

右スピーカー

システム

アンブ

‖

左スピーカー

シ ス ム

スピーカー

コー ド、́ Э
R「

ё δLb

[イ

イ

左スピーカー

システムヘ DSW-707
(本機)

ス コード

置さ三浸

日―

DSVV-707(本 機)

電源コンセン トヘ

AC100V 50/60Hz

1.電源スイッチをオンにします。
●本機の電源コー ドをアンプのスイッチ連動コンセントに接続したときは、オンのままにしておくとアンプと連動してオン/

オフできます。
●アンプと連動できない場合は、アンプの電源を入れてから本機をオンしてください。電源を切るときは、本′1幾 をオフして

からアンプをオフしてください。

2.ア ンプを操作して音を出し、左右のスピーカーの音量を調整します。

3.音量調節つまみで低音の強さを調整します。
●必要に応じてクロスオーバー調節つまみと位相切り替えスイッチを操作し、音量調節つまみで調整してください。

★ 前面のサランネツトは、取り外すことができます。
●取り外すときは、サランネッ トの上下を持って、手前に引いてください。
●取り付けるときは、サランネットの四隅の突起とキャビネットの四隅の穴部とを合わせて押し込んでください。

ご注意
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回 故障かな ?と 思ったら

■各接続は正しいですか
■取扱説明書に従つて正しく操作していますか
■スピーカーやブレーヤーは正しく動作していますか

発振する。 (大 きな音が連続 0ス ピーカーコー ドで本機を接続した場合に、
的に出る。) アンフの電源を切ったり、スピーカースイッ

チをオフにしたりした。

0本機の音量が大きすぎる.

セツトが正常に動作しないときは、次の表に従ってチェッ

クしてみてください。なお、この表の各項にも該当しブ
dミ い

場合は、本機の故障とも考えられますので、電源を切 り、

電源プラグをコンセン トから抜きとり、お買い上げ店また

は最寄りの当社営業所にご連絡ください。

0アンプの電源またはスピーカースイッチをオ
ンにしてください。

本機を先にオフしてから、アンプをオンにし
てください。

●音量調節つまみを左に回し、音量を下げてく
ださし`こ

現  象 原 因 処  置

電源 スイ ッチを入れても 、
LttDが点灯せず、音も出ない。

●電源プラグの差し込みが不完全である。 ●電源ブラグの差し込みを点検してください。

LttDは 点灯するか、音が出な

い 。

●コー ドの接続が不完全である。
●音量調節つまみが絞ってある。

●しっかり接続してください。
●適当な位置まで回してください。

音量調節つまみを回しても、

音が大きくならない。

●スピーカーコー ドの極性 (本機とアンプ間の

接続の十、一)が逆である。

●極性 (十 、一)を確認して、正しく接続して

ください。

音が歪む。 ●音量が大きすぎる。

●本機を接続したアンプ側で音が歪んでいる。

●音量調節つまみを左に回し、音量を下げてく
ださい。

Oアンプ側で低音を増強しないでください。
(ア ンプの低音調節つまみまたはボリウムを
下げてください。)

主な仕様回
ブ部■ アン

本 社 〒107-11 東京都港区赤坂4-14-14
丁EL:(03)3584-8111(大 代表)

)去   (巾冨)   256mm
(高 さ) 560mm
(奥行き)410mm

ョ巨1  176k9

■寸

■質

最 大 出 力

入カインピーダンス

クロスオーバー周波数

出  力  端  子

電       源

消 費 電 力

■ スーパーウーハー部

形       式

再 生 周 波 数 帯 域

ドライバーユニ ッ ト

110W
LINE IN:47k Ω
HIGH IN:4 7kΩ
50^´200Hz(連続可変)

スピーカー L/R、 LIN「 O∪丁

AC 100∨ 、50′ 60Hz
78VV

アンフ内蔵パスレフ型

20Hz´V200Hz

20cmコ ーン形×2、 防磁設計

日本 ヨ■

“

ビ
°
7株式,社

8

※仕様および外観は改良のため、予告なく変更すること
があります。

※「防磁設計」とは、(社)日 本電子機械工業会 (巨 IAJ)

の技術基準に適合したスピーカーシステムです。
※本機を使用できるのは日本国内のみで、外国では使用
できません。

Printed in(3hina   511 3099 107
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使用上のご注意 (つづき)

△ 警 告 っづき
■安全上お守りいただきたいこと

水が入つたり、濡らしたりしないように

雨天 降雪中 海岸 ・水辺での使用は特にご注意ください。央災 感電の原因となりま
す.

電源コー ドは大切に

電源コー ドを傷つけたり、破損したり、力[二 したりしないでください。また重いものをの
せたり、カロ熱したり、引っ張ったりすると電,,コ ードが破損し、失災 ・感電の原因となり
ます.電源コー ドが傷んだら、すぐに販売百こ交換をご依頼ください。

△ ③
キヤビネット (ス ピーカー・裏ぶた)を 外したり、改造 したりしない
内部|こ は電圧の高い部分がありますので、亀ると感電の原因となります。内部の点検 言言
整・修理は販売店にご依頼ください.こ ■‐・手垂そ改造しないでください.大災 T電

「
〒

因となります。
⑪

ご使用は正しい電源電圧で
表示された電源電圧以外の電圧て使用しなし

｀
でください=欠災 手電の原因となります。

雷が鳴り出したら
アンテナ線や電源フラグには触れないでください。感電の原因となります. ⑪
落としたり、キャビネットを破損した場合は
まず本体の電源を切り、電源フラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。そ

「 =言
=≡

==二 tifl i電↑E因 とな与|■ す
|

卜職曝 長崎間晉か歪んた状態て使用しない
スヒーカーか発熟υ./、〕t「 ≡玉こなることがあります.

■取り扱いについて

風呂場では使用 しない

央舞 感電の原因となります。 ⑪
水場での使用禁止

花瓶やコツプ、小さな金属物をこの機器の上に置かない
万―内部|こ水や異物が入った場合は、まず本体の電源を■ ,
ら抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると欠災

電源プラグをコンセントか
感電の原因となります。

だい
ぃri_
Чゾ

∧ ,幸 音
―

 ′_L中: ′い″ヽ

■安全上お守りいただきたいこと

電源コー ドを熱器具に近付けない
コー ドの被ふくが溶けて、失災・感電の原因となることt｀

|三
==丁 :

■
■
■
■

電源プラグを抜 くときは

電源ブラグを抜くときは電源コー ドを引っ張らずに必すフラ
「

そ子毒フて抜いてくださいc

コー ドが傷つき、失災 ・感電の原因となることがあります:ま た 雫`れた手で電源フラグ
を抜き差じしをいでください。感電の原因となることがあンま丁

e③
機器の接続は説明書をよく読んでから接続する
テレビ・オーディォ機器 ビデォ機器・スピ_カーなどの機器を接読する場合は、電源を
切り、各々の機器の取扱説明書に従って接続してください。また接続は指定のコー ドを使
用してください。指定以外のコー ドを使用したり、コー ドを延長したりすると発熱し、や
けどの原因となることがあります.

■
一
ヨ
■
■
饂
「
１
１
１

電源を入れる前には音量を最小にする
突然大きな音が出て聴力障害などの原因となることがあります。

2

１
１
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使用上のご注意 (つづき)
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』土巳

愛ヨ、っづき

■置き場所について

不安定な場所に置かない

ぐらついた台のェや傾いたところなど不安定な場所に置かないでください。落ちたり倒れ

たりして、けがの原因となることがあります。

次のような場所には置かない

央災・感電の原因となることがあります。
●調理台やカロ湿器のそばなど油煙や湯気が当たるようなところ

・ 湿気やほこりの多いところ

・ 直射日光の当たるところや暖房器具の近くなど高温になるところ

壁や他の機器から少し離して設置する

壁から少し離して据え付けてください。また放熱をよくするために、他の機器との間は少

し離して置いてくださいcラ ツクなどに入れるときは、機器の天面や背面から少し隙間を

あけてください。内部に熱がこもり、央奥の原因となることがあります。
●

■取り扱いについて

通風をさまたげない
■二,′

⌒■=== _馨 九 tt´ ―― ―   ― ⌒ 一■ 一 =  ― ―― 一  ―  ` ヽ´  ́ ――一     ~~~ ~=~―  ~―
´ヽこ‐ ´ ['ス _チ =′ こ ―

｀、 _―
｀́   ―́ ● ´ r三 十   ~]~■ ‐ ｀

｀ ~=‐ : ｀三__=__三 二

人)、

「
=≡ 二∵モ三二t=レ

=丁0あお同 |フ や横、4三」υ、逆さま、こする
0押し入れ、本箱など風通しの悪い狭い場所に押し込む
0テーブルクロスをかけたり、じゅうたん 有□の上 |こ 置いて使用する

κヽ
こヽソ

この機器に乗つたり、ぶら下がつたりしない

特に幼いお子様のいるご家庭では、ご注意ください。倒れたり、壊れたりして、けがの原

因となることがあります。

重いものをのせない

機器の上に重いものや外枠からはみ出るような大きなものを置づな _｀ てく■さい1ハラン

スがくずれて倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります
=

移動させる場合は

まず電源を切り、必ず電源プラグをコンセントから抜き、アンテナ線・機器間の接続コー

ドなど外部の接続コー ドを外してからおこなってください。コー ドが傷つき、失災・感電

の原因となることがあります。この機器の上にテレビなどを載せたまま移動しないでくだ

さい。倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。

e●
■使わないときは

長時間の外出・旅行の場合は

安全のため必ず電源ブラグをコンセントから抜いてください[人災の原因となることがあ

ります。

だい
r´

Чレ

■お手入れについて

お手入れの際は

安全のため電源プラグをコンセントtl｀ ら抜いておこなってください.感電の原因となるこ

とがあります。

」い
″ _

Чレ

5年に一度は内部の掃除を

販売店などにご相談くたさい,内部|こ ほこりがたまったまま、長い問掃除をしないと央災

や故障の原因となること■
｀
=し

|ま す_特 |こ 、湿気の多くなる梅雨期の前におこなうと、よ

り効果的です。なお、内吝Eの子弓]争黄要|こついては販売店など|こ ご相談くださいc
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